
呉
服
橋
の
上
流
、
新
町
か
ら
猪
名
川
に

架
か
る
中
橋
は
、
か
つ
て
は
板
を
２
枚
並

べ
た
手
す
り
も
な
い
、「
こ
ん
に
ゃ
く
橋
」

で
し
た
。「
渡
る
と
橋
が
揺
れ
、
川
の
流

れ
の
た
め
か
橋
が
動
く
よ
う
に
見
え
、
子

ど
も
の
こ
ろ
は
怖
く
て
つ
い
に
一
度
も
渡

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
、
明
治
生

ま
れ
の
古
老
は
回
想
し
て
い
ま
す
。

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
の
新
聞
記
事

に
も
、「
幅
わ
ず
か
３
尺
（
約
０
・
９
誡
）、

木
橋
で
交
通
甚
だ
不
便
、
少
し
の
出
水
で

も
落
ち
、
前
年
に
は
実
に
３
回
も
流
失
し

た
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
復
旧
に
多

額
の
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
架
け
替
え
が
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昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）、
よ
う
や
く

事
態
が
打
開
さ
れ
ま
す
。
下
流
の
呉
服
橋

の
架
え
替
え
工
事
中
、
代
わ
り
の
通
行
橋

と
し
て
、
未
開
通
だ
っ
た
中
橋
の
存
在
が

に
わ
か
に
浮
上
し
た
の
で
す
。
大
阪
府
が

池
田
・
川
西
両
町
の
調
停
に
入
り
、
懸
案

だ
っ
た
両
岸
の
橋
へ
の
取
り
付
け
道
路
が

付
設
さ
れ
、
諸
車
の
通
行
が
可
能
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
結
局
、
望
ま
れ
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
全
面
的
な
開
通
は
、
竣

工
か
ら
３
年
余
り
、
架
け
替
え
決
定
か
ら

は
実
に
６
年
も
後
の
こ
と
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、「
呉
服
橋
」「
絹
延
橋
」
と

い
う
優
雅
な
名
前
の
橋
に
挟
ま
れ
た
「
中

橋
」。
実
は
後
年
、
両
橋
に
な
ら
い
、
ク

レ
ハ
ト
リ
・
ア
ヤ
ハ
ト
リ
伝
承
に
ま
つ
わ

る
「
穴
織
橋
」
へ
の
改
称
の
動
き
も
一
部

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
実
現
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

計
画
さ
れ
ま
す
が
、
費
用
面
か
ら
未
着
工

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
伝
え
て
い

ま
す
。

ち
な
み
に
、
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）

架
橋
の
現
在
の
中
橋
は
、
歩
道
部
分
だ
け

で
も
幅
１
・
５
誡
で
す
の
で
、
当
時
の
中

橋
が
い
か
に
狭
か
っ
た
か
が
、
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
懸
案
だ
っ
た
架
け
替
え
計
画
が
動

き
出
す
の
は
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

の
こ
と
で
す
。
当
初
計
画
の
板
橋
か
ら
、

幅
約
４
・
５
誡
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

に
変
更
さ
れ
、
欄
干
は
最
新
式
、
橋
上
に

電
灯
６
個
を
備
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

「
完
成
し
た
ら
、
猪
名
川
三
橋
（
絹
延

橋
・
中
橋
・
呉
服
橋
）
が
青
い
山
と
清
い

水
と
の
間
に
一
層
の
風
趣
を
添
え
、
ま
す

ま
す
風
韻
の
多
い
池
田
町
に
」
と
、
新
聞

も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
中
、
４
月
に
伊

居
太
神
社
で
盛
大
に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

翌
４
年
５
月
、
つ
い
に
新
し
い
橋
が
完

成
。
と
こ
ろ
が
、
猪
名
川
が
大
阪
府
と
兵

庫
県
の
境
界
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
池
田
側

と
川
西
側
で
、
架
橋
の
経
費
負
担
の
割
合

を
め
ぐ
る
問
題
が
こ
じ
れ
、
橋
の
両
側
の

取
り
付
け
道
路
が
付
設
さ
れ
な
い
事
態
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
府
補
助
金
も
含
め
４
万

３
千
円
も
の
工
費
を
投
じ
な
が
ら
、
新
・

中
橋
は
竣
工
式
は
お
ろ
か
、
車
や
馬
な
ど

一
切
の
通
行
が
で
き
な
い
ま
ま
、
歳
月
が

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

渡
れ
な
か
っ
た
新
・
中
橋

幅
１
誡
の
揺
れ
る
板
橋

呉
服
橋
の
代
替
で

市史編纂だより濱
さん

橋
〜
中
橋

▲大正ごろの中橋（郷土出版社
『北摂今昔写真帖』より）

▲架け替えられた中橋（小田康徳さん所蔵)

【ギャラリーいけだ】
蘆第10回色彩紀行・丹波谷友則展
蘆一彩会・十河廣美水彩展
蘆宮鳥猛パステル水彩展
蘆櫻井聡絵画展
蘆第３回野村素生油彩画展
　　第１部夏の終りに

8/1貉～6豺
8/8貉～13豺

8/15貉～20豺
8/22貉～27豺

8/29貉～9/3豺

8/1貉～6豺
8/8貉～13豺
8/8貉～13豺

8/15貉～20豺
8/15貉～20豺
8/22貉～27豺
8/22貉～27豺

8/29貉～9/3豺

【ギャルリVEGA】
蘆絹絵の世界（久保義浩）
蘆半蔵作品展
蘆山路の会展
蘆備前・大饗利秀作陶展
蘆大阪大学美術部展
蘆ときめき・きらめき・おどろきの折紙展（梅本吉広）
蘆第8回備前焼作家・生陶衆啓作陶展
蘆スペイン暮らし断章（伊瀬亘写真展）

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）



鳥
取
県
西
部
地
震
（
平
成
12
年
）、
芸

予
地
震
（
同
13
年
）、
十
勝
沖
地
震
（
同

15
年
）、
新
潟
県
中
越
地
震
（
同
16
年
）、
能

登
半
島
地
震
（
同
19
年
）、
そ
し
て
こ
の

７
月
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
以
降
、
地
震
が
頻
発
。
日
本
列

島
は
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

近
畿
地
方
で
は
特
に
東
南
海
地
震
、
南

海
地
震
へ
の
防
災
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
震
は
太
平
洋
の
海
底
（
プ
レ

ー
ト
）
が
陸
の
下
に
沈
み
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
発
生
す
る
巨
大
地
震
で
、
ち
ょ
う
ど

今
か
ら
３
０
０
年
前
の
１
７
０
７
年
に
起

き
た
宝
永
地
震
と
呼
ば
れ
る
地
震
以
降
も
、

１
８
５
４
年
に
２
回
、
さ
ら
に
１
９
４
４

と
４
６
年
に
も
発
生
。
い
ず
れ
も
大
き
く

見
る
と
、
１
０
０
年
か
ら
２
０
０
年
の
周

期
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
１
８
５
４
年
の
地
震
が
起

き
た
の
は
、
前
年
の
浦
賀
へ
の
黒
船
来
航

に
引
き
続
い
て
、
ロ
シ
ア
艦
隊
が
大
阪
湾 市史編纂だより濮

さん

地
震
と
池
田

繰
り
返
す
東
南
海
、
南
海
地
震

に
滞
留
す
る
な
ど
、
世
の
中
が
騒
然
と
な

っ
て
い
た
幕
末
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
年
、
近
畿
で
は
、
ま
ず
６
月
に
伊

勢
・
伊
賀
・
上
野
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
出
し
た
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と

き
は
、
池
田
で
も
２
日
ほ
ど
前
か
ら
小
さ

な
揺
れ
が
始
ま
り
、
15
日
未
明
か
ら
ほ
と

ん
ど
一
昼
夜
を
通
し
て
大
小
の
地
震
が
続

い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
11
月
４
日
朝
、
つ
い
に
巨
大
地

震
が
発
生
。
続
い
て
、
そ
の
わ
ず
か
32
時

間
後
の
５
日
夕
刻
に
も
大
き
な
揺
れ
が
あ

り
、
夜
に
は
各
地
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
大
阪
で
は
大
小
多
数
の
船
舶
が

市
中
の
川
に
流
れ
込
み
、
橋
を
破
壊
。
津

波
や
家
屋
の
下
敷
き
な
ど
で
お
び
た
だ
し

い
数
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

11
月
４
日
の
地
震
は「
安
政
東
海
地
震
」、

５
日
の
地
震
は
「
安
政
南
海
地
震
」
と
さ

れ
る
も
の
で
、
と
も
に
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
は
８
・
４
。
被
害
は
東
海
か
ら
九
州

に
か
け
て
の
広
範
囲
に
及
び
、
死
者
の
総

数
は
数
千
人
と
も
数
万
人
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
震
に
よ
る
池
田
で
の
具
体
的
な

被
害
状
況
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
人
々
が

大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
は
、
当
時
の

日
記
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
内
容

を
少
し
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
11
月
４
日
　
大
地
震
発
生
。
畏お

そ
る
べ

し
、
畏
る
べ
し
。
尼
崎
で
は
十
数
軒
の
家

が
倒
壊
し
、
火
災
も
発
生
。
商
い
に
行
っ

た
が
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で
帰
る
。
大
坂
で
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は
天
満
天
神
境
内
や
寺
が
潰
れ
、
町
家
の

瓦
も
落
ち
て
い
る
と
の
こ
と
」「
11
月
５

日
　
再
び
大
地
震
発
生
。
倒
壊
を
恐
れ
、

人
々
家
か
ら
飛
び
出
す
。
雷
の
よ
う
な
大

太
鼓
を
た
た
く
よ
う
な
音
が
し
て
、
空
の

色
が
紫
雲
の
さ
め
た
よ
う
な
怪
し
い
様
子

と
な
る
。
高
波
が
押
し
寄
せ
る
前
兆
と
後

に
な
っ
て
知
る
」

大
阪
市
の
木
津
川
に
架
か
る
大
正
橋
の

た
も
と
に
は
、
こ
の
安
政
の
大
地
震
の
碑

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
宝
永
大
地
震
の

教
訓
を
生
か
せ
ず
、
再
び
多
く
の
犠
牲
者

が
出
た
こ
と
へ
の
悔
恨
の
言
葉
と
と
も
に
、

地
震
と
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
語
り

継
ぐ
よ
う
に
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
防
災
月
間
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
記
憶
も
、
私
た
ち
に
は
ま
だ
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
、
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
城
山
町
３
―
45
、
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ

ー
内
、
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

幕
末
、
近
畿
で
も
大
地
震
が
頻
発

人
々
、
家
か
ら
飛
び
出
す

【ギャラリーいけだ】
蘆第３回野村素生油彩画展
　　第１部夏の終りに
蘆第３回野村素生油彩画展
　　第２部中国帰りの荒技見せてやる!!
蘆「人々との出会い旅」朝倉玲子写真展
蘆吉井正明展「ヨーロッパスケッチ紀行」
蘆草花と葉っぱのコラボレーション
　小林良子軼押し花のアート軻展

～9/3豺

9/5貉～10豺
9/12貉～17豢
9/19貉～24豕

9/26貉～10/1豺

～9/3豺
9/5貉～10豺

9/12貉～17豢
9/19貉～24豕

9/26貉～10/1豺

【ギャルリVEGA】
蘆「スペイン暮らし断章」伊瀬亘写真展
蘆第７回グループ軼翔軻展
蘆「キルティングbee」のパッチワーク展
蘆糸で綴る色彩と線の刺繍展（石田澄江）
蘆第７回深山会会員展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）

震
災
の
教
訓
を
後
世
に

安政の大地震による津波の碑（大
阪市浪速区）



金
庫
を
持
つ
と
税
金
。
犬
を
飼
う
と
税

金
。
扇
風
機
や
荷
車
、
自
転
車
を
持
っ
て

も
税
金
。
そ
ん
な
池
田
の
市
税
が
、
か
つ

て
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

戦
前
の
こ
と
で
す
。
戦
後
に
は
、
そ
れ
ら
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と
は
程
遠
く
、
池
田
市
の
場
合
、
戦
前
で

は
平
均
し
て
も
、
税
源
の
20
謾
に
も
満
た

な
い
程
度
で
し
た
。
市
の
税
収
の
大
半
を
、

市
独
自
の
独
立
税
が
占
め
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
戦
後
昭
和
25
年
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

に
よ
る
新
税
制
施
行
以
降
の
こ
と
で
す
。

こ
の
シ
ャ
ウ
プ
新
税
制
で
、
池
田
市
で

は
、
犬
税
・
扇
風
機
税
・
金
庫
税
が
廃
止

に
な
り
ま
し
た
が
、
自
転
車
税
や
荷
車
税

は
、
昭
和
33
年
ま
で
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
当
時
は
、
納
税
奨
励
な
ど
の
た

め
、
納
税
く
じ
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
期
日
ま
で
に
固
定
資
産
税
や
市

民
税
を
納
税
す
る
と
、
抽
選
で
賞
金
や
タ

オ
ル
が
も
ら
え
、
当
初
、
１
等
は
３
０
０

０
円
、
２
等
は
１
０
０
０
円
、
３
等
は
５

０
０
円
で
、
好
評
を
博
し
た
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
も
、
今
と
な
っ
て
は
古
き
よ
き

時
代
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
実
は
、
昭

和
57
年
ま
で
、
長
野
県
の
旧
四
賀
村
（
現

松
本
市
）
で
は
犬
税
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

税
源
や
納
税
率
向
上
を
求
め
て
四
苦
八
苦

す
る
の
は
、
い
つ
の
時
代
も
共
通
の
テ
ー

マ
の
よ
う
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
資
料
の
ご
提
供
は
社
会
教

育
課
市
史
編
纂
（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

の
税
種
に
加
え
て
、
ミ
シ
ン
、
楽
器
、
使

用
人
、
舟
な
ど
が
新
た
に
課
税
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
税
額
は
、
犬
１
匹
６
０
０

円
、
扇
風
機
１
台
３
０
０
円
、
ピ
ア
ノ
１

台
８
０
０
円
、
電
気
蓄
音
機
１
台
６
０
０

円
、
ミ
シ
ン
１
台
２
０
０
円
、
荷
積
み
用

の
牛
馬
車
１
台
８
４
０
円
、
自
転
車
１
台

２
４
０
円
、
使
用
人
は
１
人
６
０
０
円

（
い
ず
れ
も
昭
和
24
年
度
の
年
額
）
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

面
白
い
の
は
金
庫
の
課
税
方
法
で
、
中

身
は
一
切
関
係
な
し
の
、
体
積
で
算
出
さ

れ
、
１
立
方
尺
（
約
30
立
方
詢
）
当
た
り

30
円
で
し
た
。
あ
ま
り
見
え
を
張
る
と
、

少
々
高
く
つ
い
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

当
時
の
池
田
市
で
は
、
扇
風
機
が
24
世

帯
に
１
台
、
ミ
シ
ン
は
４
世
帯
に
１
台
、

自
転
車
は
10
人
に
１
台
と
い
う
保
有
率
で

す
。
ち
な
み
に
、
は
が
き
の
郵
便
料
は
２

円
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
と
い
う
銘
柄
の

タ
バ
コ
が
１
箱
30
円
と
い
う
時
代
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
税
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
15
年
（
１
９
４
０
）
の
こ
と
で
す
。
こ

の
年
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
自
転
車
税
な

ど
の
一
部
税
源
が
市
町
村
に
委
譲
さ
れ
る

と
同
時
に
、
市
町
村
民
税
の
ほ
か
、
前
述

し
た
よ
う
な
市
町
村
独
自
の
独
立
し
た
税

源
が
、
全
国
で
新
た
に
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
零

細
な
税
で
あ
っ
た
た
め
に
安
定
し
た
財
源

市
の
独
立
税
と
し
て

納
税
く
じ

犬
に
も
税
金

市史編纂だより濛
さん

池
田
の
税

▲第1回納税くじの抽選（昭和28年の池田市報より）

▲昭和18年の池田市報より

『新修池田市史』第1巻（地理・考
古・古代・中世編）3,500円、第2
巻（近世編）4,200円、第3巻（近

代編）編纂中、
第4巻（現代
編）編纂中、
第5巻（民俗
編）4,500円

社会教育課（市役所5階）、城山勤
労者センター、歴史民俗資料館、
中央公民館、五月山体育館、池田
城跡公園売店、五月山公園売店、
いけだ市民文化振興財団事務所、
市民文化会館、青年の家、耕文堂
書店、甲川正文堂

★池田市史の刊行状況 ★販売場所

写
真



池
田
市
域
の
一
般
家
庭
に
電
灯
が
つ
い

た
の
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

明
治
43
年
（
１
９
１
０
）、
箕
面
有
馬

電
気
軌
道
（
現
阪
急
電
鉄
）
の
宝
塚
線
の

開
通
に
伴
い
、
同
社
に
よ
る
電
灯
へ
の
電

気
の
供
給
が
北
摂
の
一
部
に
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
年
に
分
譲
が
開
始
さ
れ
た
室
町
住
宅

も
、「
模
範
的
郊
外
生
活
」
と
し
て
電
灯

設
備
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
前
年
に
川
辺
郡
東
谷
村
（
現
川

西
市
）
に
設
立
さ
れ
た
猪
名
川
水
力
電
気 市史編纂だより瀉

さん

池
田
に
電
気
が
灯と
も
る
ま
で

当
初
は
ラ
ン
プ
生
活
だ
っ
た
室
町

で
も
、
同
43
年
暮
れ
以
降
、
北
摂
数
町
村

へ
電
灯
の
電
気
供
給
を
開
始
し
た
、
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
室
町
で
は
、
当
初
２
年
ほ
ど
は

電
線
が
張
ら
れ
て
お
ら
ず
、
石
油
ラ
ン
プ

で
の
生
活
だ
っ
た
よ
う
で
、
池
田
の
旧
家

の
日
記
に
電
灯
の
話
題
が
登
場
す
る
の
も
、

明
治
45
年
か
ら
で
す
（『
池
田
市
史
』
史

料
編
⑥
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
両
社

と
も
池
田
で
の
当
初
の
供
給
区
域
や
正
確

な
時
期
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
遅
く

と
も
明
治
末
ま
で
に
は
、
池
田
市
域
の
一

部
に
電
気
の
供
給
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
２
社
に
よ
る
電
気

供
給
に
先
行
し
て
、
地
元
池
田
で
も
発
電

計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
く
最
近
、
こ
の

発
電
計
画
と
思
わ
れ
る
当
時
の
新
聞
記
事

が
見
つ
か
り
、
具
体
的
な
様
子
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

紙
面
で
は
、
明
治
40
年
10
月
、
池
田
町

の
酒
造
家
が
、
電
灯
発
電
所
と
し
て
荒
木

町
（
現
大
和
町
）
の
旧
精
米
所
を
修
繕
し

て
30
馬
力
の
蒸
気
機
関
を
設
置
、
翌
年
３

月
か
ら
点
灯
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
12

月
に
は
、
既
に
発
電
所
が
落
成
し
、
大
阪

ま
で
検
査
出
願
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
翌
明
治
41
年
１
月
に
は
、
酒

造
家
の
事
業
主
自
ら
そ
の
計
画
を
発
表
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
最
初
は
10
燭
光

（
約
10
諫
前
後
の
光
の
強
さ
）
で
４
０
０
〜

５
０
０
戸
へ
供
給
す
る
が
、
低
圧
の
た
め
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に
遠
距
離
に
は
送
電
で
き
な
い
こ
と
、
そ

し
て
料
金
を
設
定
の
上
、
予
約
募
集
に
掛

か
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
発
電
計

画
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
許
可
を
受

け
て
い
た
権
利
は
猪
名
川
水
力
電
気
に
譲

渡
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
猪
名

川
水
力
電
気
は
阪
急
電
鉄
に
合
併
さ
れ
、

さ
ら
に
、
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）、
関

西
配
電
（
現
関
西
電
力
）
に
引
き
継
が
れ
、

今
日
に
至
り
ま
す
。

幻
に
終
わ
っ
た
池
田
の
発
電
計
画
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
事
業
主
は
、「
電

灯
会
社
を
つ
く
っ
て
池
田
町
全
体
に
電
力

を
供
給
す
る
こ
と
に
す
る
と
停
電
の
心
配

は
な
し
、
経
費
も
安
く
町
民
も
喜
ぶ
か
ら

一
つ
や
っ
て
み
よ
う
、
そ
の
上
で
町
営
に

移
す
こ
と
に
し
て
み
て
は
！
」
と
呼
び
掛

け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
発
電
と
い
う
当
時
の
先

端
事
業
を
、
町
の
発
展
を
見
据
え
な
が
ら

手
掛
け
よ
う
と
し
た
、
近
代
池
田
の
人
の

パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
と
心
意
気
が
感
じ
ら
れ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
元
池
田
の
発
電
計
画

【ギャラリーいけだ】
蘆松浦敏夫「ヨーロッパの旅銅版画展」
蘆出口彰水彩画展
蘆汪洋洋画展
蘆杉若博美「油絵とパステル画」
蘆加藤信子個展

～11/5豺
11/7貉～12豺

11/14貉～19豺
11/21貉～26豺

11/28貉～12/3豺

～11/5豺
11/7貉～12豺

11/14貉～19豺
11/21貉～26豺
11/21貉～26豺

11/28貉～12/3豺

【ギャルリVEGA】
蘆江原和足展「思い出の阪急電車」
蘆第30回彩赤会展
蘆遊・織・染・色
蘆洋裁サークル「四角い布と和」
蘆第６回旺美展
蘆すみ工房師弟展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）

時
代
の
パ
イ
オ
ニ
ア

▲大正末ごろに阪急が売り出した電気七輪の広告

（永興寺提供）

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０

円
、
第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
５
巻
４
５

０
０
円
、
第
３
巻
（
近
代
編
）
と
第
４
巻

（
現
代
編
）
は
編
纂
中
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
城
山
町
３
―
45
、
城
山
勤
労
者
セ
ン

タ
ー
内
、
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

し
よ
つ
こ
う



呼
ば
れ
て
い
た
と
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
史
家
も
、「
出
水
ご
と
に
橋

板
を
取
り
外
し
た
り
ま
た
流
失
も
し
て
い

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
新
聞
の
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）

10
月
の
記
事
に
、
住
民
が
寄
付
を
渋
っ
て

い
る
た
め
に
、
流
失
し
た
絹
延
橋
の
再
架

橋
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
流
失
し
た
橋
は
、
架

橋
費
１
万
３
０
０
０
円
の
う
ち
８
０
０
０

円
余
り
も
の
金
額
を
住
民
が
寄
付
し
、
同

年
５
月
に
架
け
ら
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
流
出
し
た
橋

の
長
さ
は
42
・
５
誡
、
幅
２
誡
。
地
元
木

部
町
に
は
、
木
橋
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ

る
、
絹
延
橋
の
架
橋
の
た
め
の
寄
付
帳
や

水
害
に
よ
る
復
旧
工
事
設
計
書
な
ど
が
、

今
で
も
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
苦
労
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
木
橋
も
、
昭
和

７
年
（
１
９
３
２
）
の
呉
服
橋
や
同
４

年
の
中
橋
と
相
前
後
し
て
、
同
６
年
、

つ
い
に
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
の

橋
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

竣
工
は
同
年
10
月
７
日
。
長
さ
65
誡
、

幅
５
誡
余
り
。「
郡
内
一
の
モ
ダ
ン
橋
」

と
し
て
当
時
の
紙
面
を
飾
っ
た
写
真
に

は
、
今
は
な
い
美
し
い
照
明
塔
が
誇
ら

し
げ
に
写
っ
て
い
ま
す
。
開
通
式
は

翌
々
日
の
９
日
。
橋
中
央
に
祭
壇
を
設

け
、
府
会
議
員
や
池
田
警
察
署
長
代
理
、

地
元
細
河
村
（
現
伏
尾
・
吉
田
・
東

山
・
中
川
原
・
古
江
・
木
部
）
の
村
長
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猪
名
川
に
架
か
る
木
部
町
の
絹
延
橋
。

池
田
に
残
る
ク
レ
ハ
ト
リ
・
ア
ヤ
ハ
ト
リ

の
機
織
伝
承
に
、
そ
の
名
前
が
由
来
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。『
昭
和
初
期
の
池
田

子
ど
も
物
語
』（
平
成
12
年
刊
行
）
に
よ

る
と
、
絹
延
橋
は
、
昭
和
の
初
め
ま
で
簡

単
な
木
製
の
橋
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
費
用

の
問
題
も
あ
り
仮
橋
が
主
で
、
洪
水
の
た

び
に
橋
が
流
れ
る
た
め
、「
流
れ
橋
」
と

な
ど
の
祝
辞
の
後
に
、
小
学
生
が
日
の
丸

の
旗
を
か
ざ
し
て
渡
り
初
め
を
行
っ
た
と

伝
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
絹
延
橋
の
下
流
の
中

橋
付
近
に
は
、
昭
和
16
年
ご
ろ
ま
で
、
２

軒
の
貸
し
ボ
ー
ト
屋
が
営
業
し
て
い
ま
し

た
。
中
橋
の
下
流
に
せ
き
が
あ
り
、
こ
の

辺
り
は
湖
水
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
元
本
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の

中
島
正
雄
さ
ん
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

店
に
は
20
〜
30
艇
ほ
ど
の
ボ
ー
ト
が
あ
り
、

黄
色
と
赤
色
で
区
別
さ
れ
、
料
金
は
二
人

乗
り
１
時
間
10
銭
。
季
節
に
は
、
池
田
師

範
学
校
（
現
大
阪
教
育
大
学
）
の
生
徒
や

親
子
連
れ
で
た
い
そ
う
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う

で
す
。

ボ
ー
ト
遊
び
の
範
囲
は
、
中
橋
か
ら
絹

延
橋
ま
で
。
そ
れ
よ
り
川
上
は
浅
瀬
で
、

ボ
ー
ト
を
乗
り
捨
て
て
帰
る
者
も
い
た
た

め
、
絹
延
橋
よ
り
上
流
へ
は
行
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
禁
止
さ
れ
る
と
余
計
に
行
き
た
く
な

る
も
の
。
小
学
生
の
こ
ろ
よ
く
こ
の
貸
し

ボ
ー
ト
で
遊
ん
だ
と
い
う
同
氏
は
、
何
度

も
こ
の
絹
延
橋
を
く
ぐ
っ
て
上
流
ま
で
こ

ぎ
の
ぼ
っ
て
は
、
橋
の
上
か
ら
自
転
車
で

見
回
り
に
来
る
ボ
ー
ト
屋
に
怒
ら
れ
た
と

回
想
さ
れ
て
い
ま
す
（『
昭
和
初
期
の
池

田
　
子
ど
も
物
語
』）。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
城
山
町
３
―
45
、
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ

ー
内
、
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

絹
延
橋
を
く
ぐ
る
と
…

郡
内
一
の
モ
ダ
ン
橋

市史編纂だより瀋
さん

橋
〜
絹
延
橋

流
れ
橋

蜷
絹
延
橋
と
に
ぎ
わ
う
ボ
ー
ト
（
北
村
幸
一
さ
ん
提
供
）

【ギャラリーいけだ】
蘆加藤信子個展
蘆トスカーナの空・風
　　　―山路均油彩・スケッチ展―
蘆上西笑子水墨画展（南北墨画会）
蘆塩野麻衣子・梶原美紀日本画二人展

～12/３豺

12/５貉～10豺
12/12貉～17豺
12/19貉～24豕

～12/３豺
12/５貉～10豺
12/５貉～10豺
12/13貅～17豺

12/19貉～24豕

【ギャルリVEGA】
蘆すみ工房師弟展
蘆富永壽子作品展
蘆清人＆葉子にっぽんの服展
蘆池田市美術協会会員第９回VEGA賞受賞者展
蘆大阪青山短期大学幼児教育・保育科
　「子どもと造形」作品展

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日、12/25貂～1/8貂
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）
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池
田
市
紹
介
資
料
を
送
り
、
ア
メ
リ
カ
領

事
の
ア
イ
セ
ン
ト
さ
ん
が
池
田
市
役
所
を

訪
れ
ま
す
。
し
か
し
、
と
も
に
実
現
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
39
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
や
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
へ
も
紹
介
資

料
を
送
り
ま
す
。
同
年
６
月
、
前
述
の
高

校
生
か
ら
ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
両
市
の
活
発
な
人
的
交
流
な

ど
に
よ
り
話
が
進
み
、
同
市
と
の
都
市
提

携
が
実
現
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
英

語
のSisterC

ity

に
由
来
す
る
も
の
で
、

イ
ギ
リ
ス
英
語
で
はTw

inCity

と
い
う
な

ど
、
各
国
語
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ど
ち
ら
が
姉
で
ど
ち
ら
が
妹
か
、
と
い

う
話
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
姉
妹
都
市
で
は
な
く
友
好
都
市
と

い
う
呼
び
方
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

都
市
提
携
を
締
結
し
た
の
は
昭
和
40
年

（
１
９
６
５
）
11
月
１
日
。
市
内
の
高
校

生
が
、
ラ
ジ
オ
の
英
会
話
を
通
じ
て
ロ
ー

ン
セ
ス
ト
ン
市
の
女
子
学
生
と
始
め
た
文

通
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
を

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
や
１
５
０
０
を
超
す
日
本
の
都
市
が
、

海
外
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま

す
が
、
当
時
は
ま
だ
80
都
市
ほ
ど
し
か
な

か
っ
た
時
代
で
し
た
。
そ
の
大
半
は
ア
メ

リ
カ
で
、
現
在
は
１
０
０
件
以
上
も
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
都
市
と
の
提
携
は
、

奈
良
県
の
大
和
高
田
市
に
次
い
で
２
番
目

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）
６
月

６
日
に
は
、
ク
レ
ハ
ト
リ
・
ア
ヤ
ハ
ト
リ

の
機
織
り
伝
承
と
ゆ
か
り
の
あ
る
中
国
・

蘇
州
市
と
、
市
民
交
流
に
よ
る
友
好
促
進

の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
友
好
都
市
締
結

を
行
い
ま
し
た
。

日
本
と
海
外
と
の
最
初
の
姉
妹
都
市
提

携
は
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
の
長
崎

市
と
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
市
で
し

た
。
戦
後
復
興
が
一
段
落
し
て
、
国
際
交

流
に
目
を
向
け
る
ゆ
と
り
が
出
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。

本
市
で
も
、
ほ
ど
な
く
海
外
と
の
都
市

提
携
を
め
ざ
す
動
き
が
始
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
昭
和
36
年
、
カ
ナ
ダ
・
ウ
ィ
ニ
ペ
グ

市
に
姉
妹
都
市
の
申
し
込
み
予
定
と
の
記

事
が
、
新
聞
に
登
場
し
ま
す
。
38
年
に
は
、

PR
の
た
め
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
マ
テ
オ
市
へ

昨
年
11
月
、
姉
妹
都
市
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
市
か
ら
五
月
山

動
物
園
に
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
２
頭
の
ウ

ォ
ン
バ
ッ
ト
。
皆
さ
ん
は
も
う
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
か
。
こ
の
日
本
で
一
番
小
さ
な

動
物
園
に
は
カ
ン
ガ
ル
ー
科
の
ワ
ラ
ビ
ー

も
い
ま
す
。
こ
れ
も
同
じ
く
ロ
ー
ン
セ
ス

ト
ン
市
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
ウ
ォ
ン

バ
ッ
ト
と
と
も
に
、
動
物
園
を
訪
れ
る
子

ど
も
た
ち
の
人
気
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

池
田
市
と
ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
市
が
姉
妹

市史編纂だより
さん

濺

都
市
提
携
を
め
ぐ
っ
て

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で

姉
妹
都
市
か
ら
の
贈
り
物

ほ
か
に
も
候
補
都
市
が

な
ぜ
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市

蜷
ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
市
と
の
調
印
式

【ギャラリーいけだ】
蘆前田勘治展（油絵とわたし）
蘆奥田美紀陶芸展
蘆秦井直太郎個展
蘆第２回「京友禅の心・鹿取紫雲展」

1/9貉～14豢
1/16貉～21豺
1/23貉～28豺

1/30貉～2/4豺

1/9貉～21豺
1/23貉～28豺

1/30貉～2/4豺

【ギャルリVEGA】
蘆手ぬぐい百年展―浮田光治コレクション―
　　　　　　　　　（特別出展タオル木版型）
蘆第２回水墨画・ひろむ会展
蘆第９回京都きもの絵師とその仲間達展

【開館時間】10：00～19：00（手ぬぐい
百年展とひろむ会展は10：00～18：00。最
終日は16：00まで）
【休館日】～1/8貂、火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）

◎
お
わ
び
と
訂
正

本
誌
10
月
１
日
号
の
本
コ
ー
ナ
ー

で
、
金
庫
の
課
税
方
法
に
つ
い
て
、

「
１
立
方
尺
（
約
30
立
方
詢
）」
と
あ

る
の
は「
１
立
方
尺（
約
30
詢
立
方
）」

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。
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昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
１
月
の
大
阪

朝
日
新
聞
に
、
大
阪
府
内
郊
外
の
特
色
あ

る
バ
ス
路
線
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
真
っ

先
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
十
三
か
ら

池
田
ま
で
の
阪
神
合
同
バ
ス
（
現
・
阪
急

バ
ス
）
で
す
。
当
時
の
雰
囲
気
を
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
、
と
て
も
よ
く
伝
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
は
、「
乗
り
込
む
お
客

に
車
掌
が
呆あ

き

れ
る
」
と
題
さ
れ
た
そ
の
記

事
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

開
通
し
た
ば
か
り
の
産
業
道
路
（
国
道
１

７
６
号
）
に
出
る
と
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

敷
か
れ
た
豊
中
ま
で
は
「
お
客
は
一
人
も

乗
ら
な
い
か
ら
停
留
場
も
何
も
な
い
、
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
の
躍
進
ぶ
り
」。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
先
の
凸
凹
の
田
舎
道
に
な
る
と
、「
寂

し
い
酔
っ
ぱ
ら
い
の
よ
う
に
よ
た
よ
た
」

と
い
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
時
、
十
三
〜
池
田
間
は
阪
急
電
車
な

ら
23
分
で
24
銭
。
と
こ
ろ
が
こ
の
バ
ス
は

40
分
以
上
か
か
っ
て
60
銭
。
こ
の
「
一
日

走
っ
て
料
金
が
二
円
も
上
れ
ば
大
成
功
だ

と
い
ふ
か
ら
こ
れ
で
は
ガ
ソ
リ
ン
代
も
で

な
い
」
と
い
う
赤
字
路
線
を
死
守
し
て
い

る
の
は
軈
阪
急
宝
塚
線
の
競
争
相
手
の
出

現
を
防
ぐ
た
め
軋
と
し
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
バ
ス
路
線
は
、
も
と
も
と
池

田
で
誕
生
し
た
阪
北
自
動
車
と
い
う
バ
ス

会
社
が
、
昭
和
３
年
に
免
許
を
取
得
し
た

も
の
を
、
将
来
、
並
行
に
走
る
自
社
の
宝

塚
線
の
脅
威
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
現
在

の
阪
急
電
鉄
が
、
昭
和
７
年
に
吸
収
合
併

し
て
継
承
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

結
局
、
こ
の
日
、
池
田
ま
で
記
者
以
外

の
乗
客
は
、
蛍
池
か
ら
石
橋
ま
で
乗
っ
た

「
会
社
の
人
の
奥
さ
ん
…
つ
ま
り
タ
ダ
の

お
客
さ
ん
」
の
み
。「
日
本
一
の
閑
散
な

バ
ス
は
、
こ
う
し
て
殆ほ

と
ん

ど
空
車
の
ま
ま
田

舎
路
を
毎
日
根
気
よ
く
往
復
し
て
い
る
」

と
、
あ
ま
り
あ
り
が
た
く
な
い
日
本
一
の

評
価
を
記
事
に
し
た
の
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

記
者
が
十
三
の
阪
神
合
同
バ
ス
の
ガ
レ

ー
ジ
で
、
池
田
行
き
の
バ
ス
の
有
無
を
尋

ね
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
い
た
車
掌

は
「
あ
る
こ
と
は
立
派
に
あ
り
ま
す
け
ど

な
、
そ
れ
が
一
日
四
回
か
五
回
出
る
ん
で
、

す
こ
ぶ
る
頼
り
な
い
バ
ス
で
し
て
な
ァ
…
、

時
間
も
大
ぶ
ん
長
い
こ
と
か
か
る
し
、
ま

あ
バ
ス
に
乗
る
の
は
や
め
て
阪
急
に
し
や

は
っ
た
方
が
よ
ろ
し
お
ま
っ
せ
！
」
と
い

っ
た
調
子
。

出
発
時
間
は
と
な
る
と
、「
多
分
１
時

ご
ろ
ら
し
い
」
と
い
う
話
。
さ
ら
に
、
そ

の
時
刻
を
過
ぎ
て
も
一
向
に
出
る
気
配
な

し
。
思
わ
ず
記
者
は
「
暢
気

の
ん
き

な
も
の
だ
、

ま
る
で
お
客
な
ん
か
て
ん
で
眼
中
に
な
い
、

羨う
ら
や

ま
し
い
位

ぐ
ら
い

悠
々
た
る
営
業
ぶ
り
、
大

阪
広
し
と
い
え
ど
も
、
こ
ん
な
珍
奇
な
交

通
機
関
は
ど
こ
に
も
な
い
と
い
つ
て
い
い

…
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
結
局
予
定
を
30

分
過
ぎ
て
よ
う
や
く
発
車
。

バ
ス
に
乗
っ
て
み
る
と
さ
ら
に
び
っ
く

り
。
大
き
な
タ
イ
ヤ
が
二
つ
積
ま
れ
て
い

ま
す
。
車
掌
の
説
明
に
よ
る
と
、
お
客
の

少
な
い
バ
ス
は
、
時
々
ト
ラ
ッ
ク
の
代
わ

り
に
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
傑
作
な

の
は
、
車
掌
が
「
タ
イ
ヤ
と
同
乗
す
る
お

客
に
は
同
情
し
た
と
み
え
て
」
池
田
ま
で

の
60
銭
の
正
規
運
賃
を
な
ん
と
50
銭
に
。

車
体
は
シ
ボ
レ
ー
８
人
乗
り
で
す
が
、

シ
ー
ト
の
表
面
も
く
た
び
れ
、「
古
色
蒼
然

こ
し
ょ
く
そ
う
ぜ
ん

た
る
老
朽
車
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

「
阪
急
に
し
や
は
っ
た
方
が
…
」

タ
イ
ヤ
と
相
席

日
本
一
の
閑
散
な
バ
ス

市史編纂だより
さん

37

十
三
〜
池
田
の

バ
ス
の
一
風
景

新
聞
の
記
事
か
ら

【ギャラリーいけだ】
蘆第２回「京友禅の心・鹿取紫雲展」
蘆古川治代金工展
蘆岡田千枝子絵画展
蘆神秘の世界（仏像と自然の憩・小松烈）
蘆船越修日本画展

～2/4豺
2/6貉～11豢

2/13貉～18豺
2/20貉～25豺

2/27貉～3/3豺

～2/4豺
2/6貉～11豢

2/13貉～18豺
2/20貉～25豺

2/27貉～3/3豺

【ギャルリVEGA】
蘆第９回京都きもの絵師とその仲間達展
蘆15人の機織り鳥のおしゃべり
蘆梅花女子大学短期大学部
　　「生活の中の美・アート展」
蘆岩井美津子展
蘆手作りグループ「輝き」

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）

▲当時の阪神合同バス（『阪急バス三十年史』より

転載）



隣
家
の
工
事
中
に
、
こ
の
造
り
酒
屋
に
向

か
っ
て
用
途
不
明
の
鉄
管
が
埋
設
さ
れ
て

い
た
の
が
見
つ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た

か
ら
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
と
き
の
私

設
の
水
道
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

多
年
に
わ
た
っ
て
切
望
さ
れ
な
が
ら
設

置
さ
れ
な
か
っ
た
池
田
の
上
水
道
で
す
が
、

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
ご
ろ
か
ら
、
再

び
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
す
。
事
業

計
画
は
、
最
終
的
に
給
水
人
口
３
万
５
千

人
、
事
業
費
65
万
円
と
い
う
、
当
初
の
お

よ
そ
２
倍
に
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

水
源
は
地
下
水
に
求
め
、
は
じ
め
に
現

在
の
槻
木
と
城
南
に
９
カ
月
近
く
か
け
て

深
さ
２
０
０
誡
以
上
の
地
下
水
を
掘
削
。

水
量
は
十
分
だ
っ
た
の
で
す
が
、
水
質
が

適
当
で
な
く
、
浄
化
に
多
額
の
経
費
が
掛

か
る
た
め
に
や
む
な
く
放
棄
。
結
局
水
源

は
木
部
の
余
野
川
左
岸
の
地
下
水
に
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
に
放
棄
さ
れ
た

城
南
の
地
下
水
が
、
そ
の
後
、
温
泉
の
共

同
洗
濯
場
と
し
て
地
元
住
民
を
中
心
に
昭

和
40
年
ご
ろ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
の
は

以
前
、
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
（
17
年
10

月
１
日
号
参
照
）。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）
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飲
料
水
な
ど
の
不
足
が
甚
だ
し
く
、
敷
設

の
要
望
が
盛
ん
に
な
っ
た
た
め
、
町
長
が

水
道
計
画
の
設
計
を
委
嘱
し
て
ま
と
め
さ

せ
た
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
同
14
年
、
調

査
を
行
っ
て
水
源
地
も
内
定
し
、
翌
々
年

の
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
は
、
町
会

を
通
過
す
る
ま
で
に
至
っ
た
よ
う
で
す
が
、

結
局
、
こ
の
と
き
の
計
画
は
実
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
動
き
が
あ
っ
た

さ
な
か
の
大
正
13
年
、
酒
造
の
仕
込
水
が

毎
年
払
底
す
る
の
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
醸

造
家
が
、
つ
い
に
「
し
び
れ
を
切
ら
し
て
」

共
同
で
私
設
上
水
道
敷
設
計
画
を
出
願
す

る
に
至
り
ま
す
。
新
聞
の
紙
面
で
は
、
猪

名
川
筋
に
貯
水
場
を
設
け
、
電
動
で
水
を

た
め
た
上
で
分
送
、
水
路
の
途
中
数
カ
所

に
飲
料
用
の
共
同
給
水
場
を
設
け
て
一
般

に
も
提
供
す
る
計
画
で
、
同
年
末
に
は
通

水
、
ご
く
一
部
と
は
い
え
、
実
際
に
町
家

に
給
水
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
維
持
経
費
多
額
の
た
め
、

こ
の
試
み
は
大
正
末
ご
ろ
に
は
残
念
な
が

ら
廃
止
さ
れ
、
ご
く
短
期
間
で
終
わ
っ
た

よ
う
で
す
。

最
近
、
市
内
で
今
も
続
く
醸
造
家
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
水
道
が
整
備
さ
れ

る
前
、
酒
造
用
の
水
が
足
り
ず
、
猪
名
川

か
ら
鉄
管
を
埋
設
し
、
直
接
水
を
引
い
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
先
代
か
ら
伝
え
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、

江
戸
時
代
か
ら
、
日
照
り
が
続
く
と
井

戸
の
水
が
枯
れ
、
と
き
に
は
飲
み
水
さ
え

も
事
欠
く
こ
と
の
あ
っ
た
池
田
で
は
、
上

水
道
の
敷
設
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
の
新

聞
の
記
事
に
、
近
年
池
田
町
付
近
一
円
の

市史編纂だより
さん

38

池
田
の
水
道
①

昭
和
の
事
業
計
画
、
着
手
さ
る

懸
案
だ
っ
た
水
道
敷
設

私
設
の
水
道

上水道の水源掘削工事（昭和12年、槻木町）

【ギャラリーいけだ】
蘆船越修日本画展
蘆酒向克典陶芸展
蘆山本ソノ油絵作品展
蘆墨の絵―宮本信代
蘆白井武志水彩画展

～3/3豺
3/5貉～10豺

3/12貉～17豺
3/19貉～24豺
3/26貉～31豺

～3/3豺

3/5貉～10豺
3/12貉～17豺

3/19貉～24豺
3/19貉～24豺
3/26貉～31豺

【ギャルリVEGA】
蘆手作りグループ「輝き」
蘆安曇野と奥入瀬を中心とした
　　―岡宏日本の風景展―
蘆ものもの舎AHA―和の心を今に―
蘆フラワーアレンジメント教室
　　　　クレアシオン発表展示会
蘆豊池印会篆刻15周年展
蘆久保義浩―絹絵の世界―

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）
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た
よ
う
で
す
。
な
お
、
当
初
の
水
道
料
金

は
、
一
般
家
庭
で
10
立
方
誡
ま
で
の
基
本

料
金
が
１
円
、
超
過
料
金
は
１
立
方
誡
に

つ
き
９
銭
で
し
た
。

そ
の
後
、
人
口
増
加
な
ど
に
伴
っ
て
数

次
の
拡
張
事
業
が
行
わ
れ
、
水
源
も
余
野

川
か
ら
猪
名
川
、
一
庫
ダ
ム
を
加
え
、
現

在
で
は
府
営
水
道
も
受
水
し
て
い
ま
す
。

昭
和
22
年
に
は
38
謾
程
度
だ
っ
た
普
及
率

は
、
同
43
年
に
は
99
謾
以
上
に
達
し
ま
し

た
。
現
在
の
第
６
次
拡
張
事
業
が
終
わ
る

と
、
給
水
人
口
は
創
設
期
の
３
倍
以
上
、

給
水
能
力
で
は
実
に
15
倍
以
上
と
な
り
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
も
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
構
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。

当
初
の
水
源
地
近
く
に
設
け
ら
れ
た
木

部
浄
水
場
の
跡
地
（
現
排
水
処
理
場
）
に

あ
る
、
池
田
市
水
道
の
発
祥
記
念
の
石
碑

が
、
先
人
た
ち
の
苦
労
を
静
か
に
し
の
ば

せ
て
く
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

困
難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
水
道
施
設
担

当
だ
っ
た
助
役
は
、
上
京
し
て
日
々
関
係

当
局
と
折
衝
、
日
本
鋼
管
ら
を
煩
わ
し
て

香
港
か
ら
鉛
50
ト
ン
を
直
接
輸
入
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
と
、
当
時
の
苦
労
を
振
り

返
っ
て
語
っ
て
い
ま
す
（『
週
刊
北
摂
朝

日
』
昭
和
36
年
３
月
26
日
）。

資
材
調
達
に
め
ど
が
付
く
と
、
今
度
は

水
害
が
襲
い
ま
し
た
。
昭
和
13
年
７
月
、

当
時
50
年
来
と
い
わ
れ
た
阪
神
大
風
水
害

で
は
、
完
成
間
近
だ
っ
た
集
水
管
埋
設
工

事
が
被
害
を
受
け
、
そ
の
復
旧
作
業
中
に

ま
た
水
害
に
遭
う
な
ど
、
苦
難
の
連
続
で

し
た
。

こ
う
し
た
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

つ
い
に
昭
和
13
年
11
月
、
通
水
を
開
始
。

12
月
５
日
に
は
木
部
の
水
源
地
で
通
水
式

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
猪
名
川
で
は
９
誡

ほ
ど
の
作
り
物
の
ク
ジ
ラ
が
浮
か
べ
ら
れ
、

水
道
管
を
通
じ
て
潮
を
吹
く
と
い
う
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
、
池
田
公
会
堂
で
は
祝
賀
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
工
費
は
、
最
終
的
に
は
当
初
予
定
の

約
３
倍
余
り
に
膨
れ
上
が
り
、
約
１
０
０

万
円
。
昭
和
13
年
度
の
池
田
町
の
一
般
会

計
予
算
が
59
万
円
余
り
で
し
た
か
ら
、
当

時
の
財
政
規
模
の
お
よ
そ
２
倍
も
の
巨
費

が
投
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
14
年
４
月
末
ご
ろ
で
は
、
１
５
０

０
戸
の
申
し
込
み
に
対
し
て
、
ま
だ
１
３

０
戸
足
ら
ず
の
給
水
で
し
た
が
、
配
水
管

の
埋
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
年
内

に
は
市
内
一
円
に
順
次
拡
大
さ
れ
て
い
っ

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
12
月
末
、
水

源
地
に
決
ま
っ
た
木
部
で
起
工
式
が
行
わ

れ
、
よ
う
や
く
念
願
の
上
水
道
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
幾
多

の
困
難
が
待
ち
構
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
工
事
用
資
材
の
調
達
で
し

た
。
折
し
も
日
中
戦
争
が
拡
大
し
、
鋼
管

な
ど
の
接
続
に
必
要
な
鉛
な
ど
の
入
手
が

市史編纂だより瀏
さん

池
田
の
水
道
②

待
望
の
通
水
式

困
難
を
重
ね
た
事
業

▲猪名川の呉服橋下手に浮かべられたクジラの作り物（中島
正雄さん提供）

蜻
水
道
発
祥
の
地
に
建
つ
記
念
碑
（
木
部
町
）

【ギャラリーいけだ】
蘆大江山から木と織布のしつらえ展（大野博史）
蘆第49回池田市美術展
蘆「猫気分」二口圭子銅版画展
蘆～水墨画でゆくヒマラヤ紀行～足立勇水墨画展

4/2貉～7豺
4/13豸～19貍
4/23貉～28豺

4/30貉～5/5豢

4/2貉～7豺
4/2貉～7豺

4/13豸～19貍
4/23貉～28豺
4/23貉～28豺

4/30貉～5/5豢
4/30貉～5/5豢

【ギャルリVEGA】
蘆シモーヌ近藤オリジナルビスクドール展
蘆第２回伊澤友梨墨彩画教室作品展
蘆第49回池田市美術展
蘆刺し子あじさいの会
蘆手描染色しらゆり会作品展
蘆とんぼ玉・ランプ・ガラスアクセサリー展（賀内太一）
蘆押し花クラフトグループ展「植物で描く浮世絵展」

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）

水
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し
て



13 2008.5.1 池田市ホームページ http://www.city.ikeda.osaka.jp/

２
・
４
台
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
32
年
、
池
田
局
に
自
動
交
換
式
が

導
入
、
同
時
に
石
橋
局
も
統
合
さ
れ
ま
す
。

従
来
、
同
じ
市
内
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
外
扱
い
だ
っ
た
料
金
が
、
よ
う
や

く
市
内
料
金
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
し
ず
つ
回
線
の
充
実
が
図

ら
れ
、
直
接
の
通
話
が
可
能
な
地
域
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
す
べ
て
の
地
域

の
電
話
が
呼
び
出
し
式
で
な
く
な
り
、
完

全
に
自
動
化
さ
れ
た
の
は
、
同
54
年
の
こ

と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
28
年
当
時
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
電
話
の
正
し
い
使
い
方
と
し

て
、「
送
話
器
は
口
か
ら
３
セ
ン
チ
く
ら

い
離
し
て
普
通
に
相
手
と
向
か
っ
て
話
を

す
る
と
き
の
音
声
で
話
し
て
く
だ
さ
い
」

「
無
駄
な
長
話
や
口
げ
ん
か
を
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
」「
ぬ
れ
ぞ
う
き
ん
で

ふ
い
た
り
す
る
と
故
障
の
原
因
に
」「
通

話
は
９
分
ま
で
」
な
ど
と
あ
り
ま
す
。

今
や
一
人
１
台
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
携
帯
電
話
の
普
及
を
み
る
と
、

55
年
ほ
ど
前
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ま
さ

に
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

ず
か
四
十
数
件
。
電
話
番
号
も
１
番
か
ら

順
に
付
さ
れ
、
掲
載
も
現
在
の
よ
う
に
五

十
音
順
で
は
な
く
、
番
号
順
。
加
入
者
は
、

会
社
、
商
店
、
料
理
業
、
役
所
な
ど
が
大

半
で
、
ま
だ
一
般
の
人
々
に
は
、
な
か
な

か
手
が
届
か
な
い
存
在
で
し
た
。

当
初
は
、
加
入
者
が
発
電
機
の
ハ
ン
ド

ル
を
回
し
、
交
換
手
を
呼
び
出
す
方
式
で

し
た
が
、
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）、
府

内
の
町
村
で
初
め
て
、
自
動
交
換
式
に
切

り
替
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
局

内
な
ど
の
一
部
地
域
に
限
定
さ
れ
て
は
い

た
も
の
の
、
ダ
イ
ヤ
ル
付
き
の
電
話
機
で

相
手
の
番
号
を
回
し
て
、
直
接
相
手
を
呼

び
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
再

び
呼
び
出
し
式
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
戦
後
の
同
28
年
、
池
田
か

ら
交
換
手
を
呼
び
出
し
て
、
相
手
と
実
際

に
つ
な
が
る
た
め
に
要
す
る
最
長
時
間
は
、

繁
忙
時
で
、
石
橋
局
内
ま
で
20
分
、
近
隣

市
町
村
で
は
30
分
前
後
、
神
戸
ま
で
に
な

る
と
１
時
間
30
分
ほ
ど
か
か
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
と
き
需
要
の
大
き
い
大
阪

へ
は
即
時
通
話
を
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
混
雑
す
る
時
間
帯
に
は
、
つ

な
が
る
ま
で
に
普
通
で
３
時
間
以
上
、
特

急
で
も
１
時
間
20
分
と
い
う
よ
う
な
状
態

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

同
年
の
池
田
市
内
の
電
話
の
普
及
率
は
、

芦
屋
市
、
京
都
市
に
次
い
で
全
国
３
位
、

百
人
に
つ
き
３
・
８
台
と
、
全
国
平
均

電
話
は
、
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）、

ア
メ
リ
カ
の
ベ
ル
に
よ
る
発
明
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
明
治
23
年
に
国
営
の

事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
35
年
３
月
に
池
田
電
話
所
が
発
足
し
、

池
田
で
電
話
交
換
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
の
業
務
は
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）

に
電
信
電
話
事
業
が
分
離
さ
れ
る
ま
で
、

池
田
郵
便
局
に
併
置
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

発
足
７
年
後
の
明
治
42
年
の
電
話
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
池
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の
加
入
数
は
わ
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な
が
る
ま
で
に
３
時
間

番
号
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の
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話
帳

市
外
扱
い
だ
っ
た
石
橋
局

市史編纂だより濾
さん

電
話
の
開
通

昭和９年の池田郵便局電話交換室
の様子（歴史民俗資料館蔵）

無
駄
な
長
話
は
や
め
ま
し
ょ
う

【ギャラリーいけだ】
蘆～水墨画でゆくヒマラヤ紀行～足立勇水墨画展
蘆墨画展（一氏法香）
蘆福島秦子おし花展
蘆田中裕子展―日本画―
蘆坂井孝正個展

～5/5豢
5/7貉～12豺

5/14貉～19豺
5/21貉～5/26豺
5/28貉～6/2豺

～5/5豢
～5/5豢

5/7貉～12豺
5/14貉～19豺
5/14貉～19豺
5/21貉～26豺

5/28貉～6/2豺

【ギャルリVEGA】
蘆とんぼ玉・ランプ・ガラスアクセサリー展（賀内太一）
蘆押し花クラフトグループ展「植物で描く浮世絵展」
蘆日本画・柳原泰之展
蘆藍・柿渋染展（大井豊凡・まゆみ）
蘆DELLTA
蘆ザ・スペース小品展
蘆軼遊・織・染・色軻

【開館時間】10：00～19：00（最終日は
16：00まで）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
譛いけだ市民文化振興財団
（蕁750・3333）
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